
視
察
目
的
　
①
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
Ｌ
Ａ
Ｓ
―
Ｅ

に
つ
い
て

②
ほ
た
る
条
例
に
つ
い
て

視
察
先
　
①
滋
賀
県
高
島
市

②
滋
賀
県
守
山
市

視
察
日
　
平
成
二
〇
年
一
〇

月
二
日（
木
）〜
三
日（
金
）

　
高
島
市
は
人
口
五
万
四
千

人
程
で
す
が
面
積
は
福
生
市

の
約
七
〇
倍
も
あ
る
市
で
す
。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
中

で
隣
接
す
る
老
人
ホ
ー
ム
他

に
お
湯
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
一
七
年
に
五
町
一
村

が
合
併
し
て
市
に
昇
格
し
た

の
に
伴
い
Ｌ
Ａ
Ｓ
―
Ｅ
を
導

入
し
た
先
進
市
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
に
は
湧
き
水

が
豊
富
で
、
民
家
の
庭
に
あ

る
川
端
と
呼
ば
れ
る
台
所
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
視

察
し
ま
し
た
。

　
守
山
市
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

発
祥
の
地
と
し
て
ほ
た
る
条

例
を
制
定
し
、
市
内
を
流
れ

る
小
川
で
自
然
発
生
を
目
指

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ど
ち
ら
の
市
も
琵
琶
湖
に

面
し
た
自
然
豊
か
な
街
で
す

が
、
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る

意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

る
。
今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

視
察
目
的
　
①
子
ど
も
条
例

と
認
定
子
ど
も
園
に
つ
い
て

②
小
児
救
急
医
療
体
制
に
つ

い
て

視
察
先
　
①
大
阪
府
池
田
市

②
滋
賀
県
草
津
市

視
察
日
　
平
成
二
〇
年
一
〇

月
九
日（
木
）〜
一
〇
日（
金
）

�
①
日
本
の
各
地
に
お
い
て
、

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定

す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
池
田
市
で
は
、
平
成
一

七
年
四
月
「
子
ど
も
条
例
」

が
施
行
さ
れ
、
子
ど
も
の
権

利
を
尊
重
す
る
視
点
で
、
す

べ
て
の
施
策
が
配
慮
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
ま
た
、
国
で
進
め
る
認
定

子
ど
も
園
も
、
先
駆
け
て
「
な

か
よ
し
こ
ど
も
園
」
と
し
て
、

保
育
園
と
幼
稚
園
の
四
〜
五

歳
児
が
一
緒
に
過
ご
せ
る
時

間
を
作
り
、
さ
ら
に
地
域
の

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、

一
体
的
な
子
育
て
支
援
が
整

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

�
②
小
児
救
急
医
療
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
て
い
る
草
津
市

へ
も
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

近
隣
か
ら
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
利
用
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
様
々
な
課
題
も
合
わ

せ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

視
察
目
的
　
①
日
本
経
営
品

質
賞
受
賞
自
治
体
の
行
政
経

営
に
つ
い
て
、
②
上
山
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
に
つ
い
て

視
察
先
　
①
岩
手
県
滝
沢
村
、

②
山
形
県
上
山
市

視
察
日
　
平
成
二
〇
年
一
〇

月
二
一
日（
火
）〜
二
二
日（
水
）

　
滝
沢
村
役
場
は
「
二
〇
〇

六
年
度
日
本
経
営
品
質
賞
」

を
地
方
自
治
体
で
初
め
て
受

賞
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
行

政
経
営
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
前
村
長
の
発
案
に
よ
り
、

職
員
に
行
政
感
覚
だ
け
で
な

く
、
顧
客
認
識
、
競
争
認
識
、

経
済
資
源
認
識
、
変
革
認
識

を
も
た
せ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
対
応
す
る
施
策
を
と
っ
た

が
、
現
在
で
は
職
員
の
意
識

が
落
ち
、
成
果
が
十
分
得
ら

れ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
。
上
山
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、

市
が
財
政
事
情
に
よ
り
民
間

の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入

し
、
小
中
学
校
の
完
全
給
食

を
実
施
し
て
い
る
が
、
問
題

点
と
し
て
は
、
長
期
の
固
定

的
費
用
負
担
が
生
じ
、
他
の

市
の
市
立
病
院
は
挫
折
し
た

話
も
あ
り
、
福
生
市
で
は
防

衛
予
算
も
導
入
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
は

最
適
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

視
察
目
的
　
①
基
地
対
策
に

係
る
行
政
の
対
応
に
つ
い
て

②
官
民
共
用
の
小
松
空
港
に

つ
い
て

視
察
先
　
①
石
川
県
小
松
市

視
察
日
　
平
成
二
〇
年
一
〇

月
二
八
日(

火)

〜
二
九
日(

水)

　
小
松
市
の
特
徴
と
し
て
は

航
空
自
衛
隊
第
六
航
空
団
小

松
基
地
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

日
本
海
側
唯
一
の
戦
闘
航
空

団
を
擁
し
て
日
本
海
方
面
の

防
空
任
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
本
の
滑
走
路

を
民
航
と
自
衛
隊
が
共
用
し
、

管
制
や
滑
走
路
を
自
衛
隊
が

管
理
し
て
お
り
、
雪
国
と
し

て
は
非
常
に
就
航
率
の
高
い

空
港
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
隊
員
と
家
族
の
ほ
と
ん
ど

が
市
民
で
、
若
い
隊
員
達
が

運
動
会
な
ど
各
種
行
事
に
先

頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
共
存
共
栄
の
考

え
方
が
双
方
に
根
付
い
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
米
軍
再
編
に
よ
る
航
空
総

隊
司
令
部
等
が
横
田
基
地
に

移
駐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
当

市
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
一
二
月
一
二
日
に
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

①
航
空
自
衛
隊
航
空
総
隊
司

令
部
の
移
駐
に
伴
う
建
設
工

事
等
に
つ
い
て
、
②
東
京
都

実
施
の
航
空
機
騒
音
調
査
結

果
、
③
運
用
即
応
演
習
の
結

果
、
④
米
軍
人
の
交
通
事
故
、

⑤
総
合
要
請
な
ど
、
五
件
に

つ
い
て
報
告
や
説
明
を
受
け

た
後
、
協
議
し
ま
し
た
。

　
建
設
工
事
の
残
土
搬
出
で

は
、
一
〇
月
中
旬
か
ら
青
梅

市
日
向
和
田
に
処
分
場
を
一

カ
所
増
や
し
た
と
の
こ
と
。

ま
た
、
日
の
出
町
ル
ー
ト
は
、

小
中
学
校
の
通
学
時
間
帯
に

市
内
を
通
る
こ
と
か
ら
強
い

要
請
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
道
一
六
号
線
に
迂
回
す
る

こ
と
や
第
五
ゲ
ー
ト
前
の
渋

滞
に
も
十
二
分
に
配
慮
す
る

等
の
回
答
を
得
た
。
現
在
、

交
通
事
故
、
渋
滞
等
の
苦
情

も
な
い
と
の
こ
と
。

　
国
や
在
日
米
軍
等
に
二
〇

年
度
の
総
合
要
請
を
一
〇
月

よ
り
行
う
と
と
も
に
、
横
田

基
地
に
対
し
て
も
正
月
三
が

日
の
飛
行
停
止
を
要
請
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

一
二
月
一
二
日
に
委
員
会
を

開
会
。

●
庁
舎
の
配
置
替
え
の
進
捗

状
況
が
議
題
と
な
る
。
一
二

月
中
に
ご
み
対
策
関
係
の
環

境
課
が
一
階
に
移
動
し
て
名

実
と
も
に
一
階
フ
ロ
ア
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
な
部
分

が
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

●
庁
舎
の
一
階
及
び
地
下
駐

車
場
の
サ
イ
ン
（
案
内
表
示

板
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
。
矢
印
、
デ
ザ
イ
ン
そ
し

て
立
体
表
示
の
取
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

●
協
議
会
に
入
り
竣
工
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
に
、
よ
り

機
能
を
高
め
、
効
率
化
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
ら
れ

る
市
役
所
に
す
る
た
め
に
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
合
わ
せ
て

三
〇
数
項
目
の
改
善
が
行
わ

れ
て
き
た
。
今
後
は
施
主
の

責
任
に
お
い
て
改
善
を
加
え

て
行
く
こ
と
を
確
認
。

●
さ
ら
に
問
題
点
の
原
因
と

対
応
策
を
示
し
、
そ
の
責
任

所
在
を
委
員
会
で
精
査
す
る

こ
と
と
し
た
。
　
　
　

　
第
四
回
定
例
会
で
は
、
一

九
名(

全
員)

の
議
員
が
一
般

質
問
を
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
仕
事
は
、
一
般
質

問
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
般
質
問
す
る
に
は
事
前
の

綿
密
な
調
査
が
必
要
で
、
議

会
の
活
性
化
に
大
い
に
効
果

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
か
ら
議
員
の
声
を
直

接
、
文
字
に
変
換
す
る
音
声

反
訳
シ
ス
テ
ム
が
試
行
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
議
事

録
作
成
の
短
縮
が
図
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
〇
年
四
月

か
ら
他
市
に
先
駆
け
て
議
長

公
用
車
を
廃
止
し
ま
し
た
。

議
長
が
公
務
で
出
張
す
る
際
、

契
約
先
の
タ
ク
シ
ー
会
社
か

ら
、
そ
の
都
度
配
車
し
て
も

ら
い
利
用
し
ま
す
。
維
持
費
、

運
転
手
の
人
件
費
な
ど
が
大

い
に
節
減
で
き
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
は
、
ま
だ
道
半

ば
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民

の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会
運

営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
春
の
第
一
回
定
例
会
は
、

三
月
三
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
就
任
し
た
加
藤
育
男
市

長
が
編
成
す
る
初
め
て
の
二

一
年
度
の
予
算
案
が
提
案
さ

れ
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

議
会
の
傍
聴
に
お
い
で
い
た

だ
く
か
、
福
生
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
福
生
市
議

会
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

◯

◯

　
福
生
市
議
会
で
は
、
全

国
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ

て
い
る
特
色
あ
る
施
策
を
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参

考
に
す
る
た
め
常
任
委
員

会
等
の
視
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。�

　
今
回
は
、
三
常
任
委
員

会
及
び
横
田
基
地
対
策
特

別
委
員
会
で
先
進
地
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。�

か
ば
た


